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熱演する出演者たち

基

能

発

表

会

約
四
百
五
十
人
が
出
漬

一
一
刀
二
十
三
日
、
町
体
育
館
大
ホ

l
ル

で
長
浜
町
文
化
協
会
(
金
橋
通
朝
会
長
)

主
催
に
よ
る
第
十
一
回
芸
能
発
表
会
が
聞

か
れ
、
三
十
四
団
体
約
四
百
五
十
人
が
出

演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
兼
ね
て
、
教
養
を
高
め
「
文
化
の
薫
る

町
守
つ
く
り
」
を
目
指
し
て
聞
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
参
加
を
得
て
、
出
演
者
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の

土
曜
閉
庁
は

3
月
比
日

-m日
で
す

容
…

内
…

恕主
…

の田
宮
…

用
金

舎
間因

。
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年金民国

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
す
る
公
的
年
金
で
、
老
後
の
生
活

の
保
障
や
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
死
亡

し
た
時
に
妻
子
の
生
活
安
定
を
図
る
た

め
に
年
金
が
支
給
さ
れ
、
ま
た
、
相
互

扶
助
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す。
国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
所
が
あ

る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
定
期
間
以
上
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
加

入
の
種
類
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
め

方
や
受
け
る
年
金
の
内
容
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
、
つ
。

あ
な
た
の
加
入
す
事

目
民
年
金
怯
?

第
一
号
被
保
険
者
:
・
自
営
業
、
農
業
、

自
由
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
大
学
生
、

専
門
学
校
生
(
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
で
、
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
)

第
二
号
被
保
険
者
・
:
厚
生
年
金
保
険

(
船
員
を
含
む
)
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
(
就
職
し
た
と
き
か
ら
六

十
五
歳
未
満
の
人
)

第
三
号
被
保
険
者
-
-
-
厚
生
年
金
保
険

(
船
員
を
含
む
)
や
共
済
紺
合
に
加
入

し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
(
一
一
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
)

任
意
加
入
被
保
険
者
・
:
老
齢
(
退
職
)

年
金
を
受
け
て
い
る
一
一
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
。

日
本
に
住
所
が
あ
る
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
人
。

海
外
に
住
ん
で
い
る
一
一
十
歳
以
上
六 第 1号被保険者

十
五
歳
未
満
の
日
本
人
。

市
町
村
役
場
で
は
、
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
、
第
三
号
被
保
険
者
及

び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
事
務
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
欄
で
は
主
に

こ
れ
ら
の
人
の
説
明
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
@
払
う

保
険
制
何
怯
?

第
一
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保

険
者
は
月
額
九
千
円
、
付
加
年
金
加
入

者
は
九
千
四
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
配
偶
者
の
加

入
し
て
い
る
制
度
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

第2号被保険者

あ
な
た
の

畏
け
各
年
金
肱
?

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
、
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
「
障
害
基

礎
年
金
」
、
遺
族
に
な
っ
た
と
き
に
受

け
ら
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
と
怯
?

老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

な
お
、
平
成
三
年
度
に
六
十
五
歳
に 第 3号被保険者

(例)国民年金(第 I号、第 3号)だ
けの人

6 0政

老齢基礎年金

第 3号第 lサ

2 0歳

6 5歳になれば

な
る
人
は
、
七
十
万
二
千
円
の
年
金
額

と
な
り
ま
す
。
こ
の
七
十
万
二
千
円
の

年
金
は
、
昭
和
三
十
六
年
同
月
か
ら
ず
っ

と
何
ら
か
の
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
同
十
年
加
入
し
て
、

七
十
万
二
千
円
と
い
う
青
い
方
も
し
ま

す
が
、
国
民
年
八
五
が
発
足
し
た
と
き
に
、

一
一
十
歳
以
上
の
人
は
六
十
歳
に
な
る
ま

で
四
十
年
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

三
十
六
年
同
月
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま

で
の
全
て
の
期
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、

平
成
三
年
度
で
満
額
の
年
金
七
十
万
二

千
円
と
な
り
ま
す
c

こ
の
期
間
に
保
険

料
の
未
納
等
が
あ
る
と
き
は
、
減
額
と

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
期
間

も
年
金
の
計
算
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
一
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加
入

し
て
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
若

い
人
に
は
実
感
が
な
い
と
忠
わ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
は
完
全
白
動
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
生

活
水
準
の
向
上
に
も
応
じ
て
見
直
さ
れ

ま
す
。老

齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
上
図
で
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。
(
二
十
歳
を
昭
和
三
卜

六
年
四
月
と
読
み
か
え
る
人
も
い
ま
す
)

繰
り
占
げ
雷
求
と

繰
り
下
げ
晴
求

老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
で
も
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ

た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

繰
り
上
げ
請
求
し
た
あ
と
、
障
答
者
や

寡
婦
に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
基
礎
年

金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

(
繰
り
上
げ
請
求
)

ま
た
、
六
十
六
歳
以
降
の
希
望
す
る

と
き
に
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
(
繰
り
下
げ
請
求
)

静老齢基礎年金の繰上げ支給による減額
率と繰下げによる増額率

支 :~:hl:~:~:~:~:~:~:~:æ:ro:
給 j歳
開
始
年
齢

次
号
は
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基

礎
年
金
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
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届出が必要なとき 加入者の種別の変更

ご主人が自営業をや
第 l号被保険者→第 3号被保険 者

めて会社に就職

会社員と結婚後に20
未 力日 入 → 第 3-l5被保険者

歳到達

家事手伝いなどの人
第 l号被保険者→第 3号被保険 者

が会社員と結婚

結婚退職
第 2す被保険者→第 3号被保険 者

共働きの中止

ご主人が会社を退職

お3川険折')>~ 1号被保険 信|

して白営業に
奥さんの収入が増加
L被扶養者でなくな
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
国
民

年
金
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か

金関係

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
ご
主
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
一
一
十
歳
か
ら

五
十
九
歳
ま
で
の
奥
さ
ん
は
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
同

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
二
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の

で
、
直
接
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
該
当
す
る
方

は
役
場
に
届
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、
健

康
保
険
証
・
共
済
組
合
証
ま
た
は
ご
主

人
の
勤
務
先
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

届
出
を
し
な
い
で
二
年
以
上
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
将
米
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

一一一一一年

農
林
業
漁
業
や
自
営
業
・
学
生
な
ど

第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
保
険
料
の

こ
の
届
出
を
し
た
後
で
も
、
奥
さ
ん

自
身
の
就
職
や
ご
主
人
の
退
職
な
ど
が

あ
れ
ば
、
加
入
の
種
別
が
変
わ
る
こ
と

に
な
り
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま

し
ょ
、
っ
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
同
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
の
保
険
料
を
確
実
に
納
付
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
老
後
は

も
ち
ろ
ん
、
万
一
の
場
合
に
も
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
今
す
ぐ
納

め
ま
し
ょ
う
c

一
四
月
か
ら
九
千
七
百
円
に
一

国
民
年
金

の
保
険
料
は

平
成
四
年
四

月

か

ら

月

額
九
千
七
百

円
に
な
り
ま

す。一
割
引
前
納

制
度
一保

険
料
の

前
納
制
度
を

利
用
す
る
と
、

有
利
に
な
る

だ
け
で
な
く
、

納
め
忘
れ
も

な
く
て
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、

役
場
の
同
民

年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成 4年 4月から 1年分の保険料額

保険料¥納め方 毎月納めた場合 前納をした場合 割ヲ|額

r疋よ三~ 額 {某 険 手千 116，400円 ll3，590円 2，810円

定額保険料+付加保険料 121，200円 118，270円 2，930円

児
童
手
当
制
度
が
、
平
成
四
年
一
月

一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た。

①
平
成
一
二
年
一
月
二
日
以
降
に
出
生

さ
れ
た
一
人
目
の
子
供
か
ら
、
児
薫
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
c

②
手
当
月
額
は
、
一
人
目
と
一
一
人
目

の
子
供
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
支

給
さ
れ
、
一
二
人
目
以
降
の
子
供
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
支
給
さ
れ
ま

す。
③
手
当
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
一
二

歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
期
間
の
変
更
に
伴
い
、

既
に
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
家
庭
に

配
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
一
月

i

十
二
月
の
支
給
期
間

平
成
三
年
一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
供
が
一
人
目
の
場
合
は
支
給
対
象

と
な
り
、
平
成
一
二
年
一
月
一
日
以
前
出

生
の
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
五
歳

未
満
の
子
供
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

内 容

改正前 改正 後|

1支給対象 第 2子以降 第 l子以降|

2支給期間 小学校入学前 3 歳未満|

3支給金額

第 I子 5，000円(月額)

第 2子 2，500円(月額) 5，000円(月額)

第 3子以降 5，000円(月額) 10，0叩円(月額)

な主の改正

平
成
五
年
一
月
l

十
二
月
の
支
給
期
間

平
成
一
二
年
一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
供
が
一
人
目
の
場
合
は
支
給
対
象

と
な
り
、
平
成
一
二
年
一
月
一
日
以
前
出

生
の
二
人
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
四
歳

未
満
の
子
供
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
六
年
一
月
以
降

三
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
供
が
、
支

給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
改
正
の
主
な
内
容
は
、
前
表

の
と
お
り
で
す
。

児
童
手
当
の
認
定
請
求
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
(
五
一
一

I

一
一
一
こ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。最

近
の
暴
力
団
は
、
善
良
な
住
民
を

巻
き
添
え
に
し
た
抗
争
事
件
を
繰
り
返

し
て
勢
力
を
拡
大
し
な
が
ら
、
そ
の
勢

力
を
利
用
し
て
膨
大
な
活
動
資
金
を
得

て
お
り
ま
す
。

暴
力
団
の
不
法
、
不
当
な
行
為
を
規

制
す
る
た
め
三
月
一
日
か
ら
「
暴
力
同

対
策
法
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

つ
こ
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

二
計
叩
二
女
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

一
直
一
女
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

一
十
れ
一
女
暴
力
団
に
金
を
渡
さ
な
い

一
三
一
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
は
、

大
洲
警
察
署
(
一
一
四
!
一
二
七
五
)
ま

た
は
、
長
浜
派
出
所
(
五
一
一
一

O
一

五
)
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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らの道一一一沖浦さく

私
噂
血
噛

g
g

ジミミク育成間近Cととつ

らの道整備内容沖浦さく

平
成
二
年
度
か
ら
沖
浦
の
丘
陵
に
整
備
し

て
き
ま
し
た
「
小
浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
パ

l
ク
整
備
事
業
」
の
う
ち
沖
浦
さ
く
ら

の
道
が
、
総
事
業
費
九
千
亙
百
五
十
五
万
円

を
か
け
今
年
三
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
さ
く
ら
の
道
は
、
肱
川
あ
ら
し
と
伊

予
灘
の
風
景
を
ベ

l
ス
に
、
春
の
桜
、
夏
の

海
浜
、
秋
の
自
然
散
策
、
冬
の
花
木
や
開
閉

橋
な
ど
の
景
色
と
自
然
が
う
ま
く
調
和
し
た
、

四
季
お
り
お
り
の
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
遊
歩
道
の
沿
道
や
駐
車
場
の
回
り

に
は
、
桜
を
は
じ
め
、
さ
ざ
ん
か
、
オ
ト
メ

ツ
バ
キ
な
ど
の
木
々
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
木
々
が
、
十
一
月
下
旬
か
ら
四
月

上
旬
に
か
け
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
人
々
の

心
を
和
ま
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
駐
車
場
に
は
、
展
望
台
や
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

路

イ

延一一
Y
L
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診
壌
調
に

吉

|

生

長
い
間
専
任
医
師
が
不
在
で
、
出
張

詐
療
と
な
っ
て
い
ま
し
た
黒
茂
診
療
明

に
、
一
一
月
一
日
か
ら
古
川
義
和
医
師

(
五
九
)
が
赴
任
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
て
い
ま
寸
。

日

に

改

と

て

も

い

い

友

引

叶

ま

ん
す
〈

A
さ
ん
は
私
が
図
工
で
い
つ
も

日
一
番
お
そ
い
の
で
、
手
つ
だ
っ
て
く

一
れ
た
り
、
私
が
お
は
し
ゃ
一
わ
す
れ
た

の
時
に
い
っ
し
ょ
に
取
り
に
行
っ
て
く

一
れ
た
り
し
主
す
。
で
も
そ
の
友
達
は

一
人
の
悪
け
を
二
一
日
っ
た
り
人
に
じ
ま
ん

叫
し
た
り
し
ま
す
。

一
私
は
そ
れ
を
児
て
も
友
達
と
仲
が

一
悪
く
な
り
た
く
な
い
の
で
往
古
で
き

~
ま
せ
ん
で
し
た
。

切
で
あ
ぷ
は
勇
気
を
出
し
て
そ
の
友

一
達
に
注
意
仁
一
一
に
あ
げ
ま
し
た
c

…
し
ば
ら
く
し
て
、

A
Z
ん
は
気
分

…
が
悪
く
な
っ
た
の
か
、
そ
の
日
は
あ

~
ま
り
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

山
た
。
だ
か
ら
私
は
心
配
に
会
り
ま
し

一
た
。
あ
の
時
注
意
を
し
な
け
れ
は
よ

~
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

?
〈
〈
/
〉

¥
j
j
j
j
j
j

-人権作文一一一一一ーお知らせ

新所長の吉川医師

じ
一
日
川
先
生
は
、
滋
賀
県
出
身
で
会
沢

大
学
医
学
部
卒
業
。
近
年
で
は
、
八
幡

浜
山
真
網
代
で
内
科
・
神
経
科
の
診
療

所
を
開
業
さ
れ
て
け
ま
し
た
c

先
生
は
、
拠
さ
ん
の
芥
苗
さ
ん
L
」
向

診
療
所
院
師
宅
に
住
み
込
み
、
診
療
に

当
た
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
こ

立
中
央
病
院

か
ら
お
願
い

松
山
市
春
日
町
の
県
立
中
央
病
院
で

は
、
寸
一
体
駐
車
場
建
設
士
山
干
の
た
め
、

平
成
四
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
四
年
十

月
十
五
日
ま
で
の
問
、
駐
車
場
が
狭
く

な
り
駐
車
出
米
な
い
一
」
と
が
あ
り
ま
す
c

受
誌
や
お
見
株
い
な
ど
で
中
小
院
さ
れ

人 A まの いてかたとくらは くる も つ
にさん悪しま注っ o I可れつよでなかしもそ
好んを口かし意たそじまてうもり もかみし
かがしを したをでのよし「」私まししたて
れ大た言、 o L -j I汚うたおとがし れたい次
る止「りつま て I;土に。はt="I いたならにの
よきしただ 、私、仲そょうつ c い官、遊車!J
うなて i) 時 よ は と 良 の う と も とのべ
にのい、々 か勇てぐ円」にの 層、悪ゐ私
なでま人 A つ気も遊もとこょ っ 口 か は
っ、すにき たをうベい言つう てを歪 A
て A 0 自ん と出れまつつとに ， j 女 さ
はさ私分問 思しししもでわ、 さつアん
しん叩の ー「ぴて)に
いが円じ人 臨留置臨書ι曹~y歯云 しい乍ぃ

る
力
は
、
で
き
る
だ
け
臼
ぷ
用
車
以
外

の
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
出
張

掴
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
余
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
む
っ

て
い
ま
す
。

属
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
ぎ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
対
三
い
に

一
日
時
一
一
一
一
月
九
日
(
午
前
九
時
i

一
正
午
)
・
一
二
月
一
一
十
ハ
(
午
前
十
時
j

午
後
四
時
)

{
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
勇
気
を
出
し
て
注

意
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

二
人
は
と
っ
て
も
仲
が
い
い
の
で
す

が
、
け
ん
か
を
す
る
時
も
あ
り
ま
す
の

そ
れ
は
、
い
つ
も
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で

け
ん
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
ζ

一
日
た
つ

醒盟豊島車12護霊童

友

達

た
ら
、
も
う
そ
ん
な
事
な
ん
て
わ
寸
れ

て
い
つ
も
の
よ
う
に
仲
良
く
遊
び
ま
す
コ

私
に
は
こ
ん
な
い
い
友
達
が
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
良
い
友
達
は
、
ほ
か
に
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
八
さ
ん
の
こ
と

が
大
好
き
な
の
で
、
人
に
好
か
れ
る
私

一-_... l 
加員遺族の皆d

職務上で死亡された尚耐iの殉職船員

援護金が支給されます。

支給は、出生から高等学校を通常の期間に

より卒業するまでの期間で、 1人月額8，000

Irl~ 
ノし 、

の
ビ
ま
ん
の
友
達
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
し
て
私
も
人
に
好
か
れ
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
で
も
、
ま
だ

好
か
れ
る
人
に
な
る
に
は
早
す
ぎ
ま
す

c

私
だ
っ
て
ほ
か
の
友
達
の
悪
口
を
一
白
う

市
引
が
あ
る
か
ら
で
す
c

そ
の
時

A
さ
ん

l
J
は
、
拡
に
ち
ゃ
ん
と
一
日
t

円
い
を
し
て

生

二

く

れ

手

。

ヰ

・

一

在

、

さ

ん

が

注

意

を

L
て

凪
一
一
く
れ
て
、
つ
れ
し
い
で
す
。
見
て
い

学
町
一
て
見
な
い
ふ
り
を
す
る
よ
り
¥
ち
ゃ

れ
ド
'
一
ん
と
注
意
し
て
く
れ
る
は
う
が
す
っ

2し
き
り
す
る
か
ら
で
す
。

私
は
、
仲
良
く
し
て
い
る
だ
け
が
友

達
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
お
た
が
い
に

悪
い
と
こ
ろ
を
注
意
し
合
っ
た
り
、
直

し
合
っ
た
り
す
る
の
が
友
達
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
点
で
は
、
私
た
ん
が
け
ん

か
し
て
も
、
す
ぐ
に
仲
な
お
り
で
き
る

__ J 

円。

別に、入学記念品代として小学校に入学し

たとき、 30ρOOfLJ、中学校、高等羊校に入学

したとき、それぞれ10，OOOIIj贈里。

但し、生活困窮者に限りますc

なお、申請照会は、

(財)日本殉職船員顕彰会(東京都千代田区麹

町4-5海事センタービル内宮03-3234 -0662i 
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健
康
を
祈
っ
て

i
沖
浦
保
で
と
う
ど
焼
き

i

当直医@文芸・パッチリルポ

一
月
十
四
日
、
沖
浦
保
育
所
で
と
う

ど
焼
き
が
行
わ
れ
、
園
児
や
保
護
者
約

四
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
古
い
お
守
り
や
、
し
め
飾

り
を
持
ち
寄
り
焼
い
た
も
の
で
、
残
っ

た
火
で
餅
を
焼
い
た
り
、
七
草
が
ゆ
を

食
べ
、
今
年
一
年
の
健
康
を
祈
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
満
点
の
ス
テ
ー
ジ

j
神
野
美
伽
シ
ョ

1
1

二
月
十
六
日
、
長
高
体
育
館
で
神
野

美
伽
シ
ョ
ー
が
「
れ
わ
れ
、
昼
夜
の
部
合

わ
せ
て
約
三
千
五
百
人
が
入
場
し
、
神

野
美
伽
の
演
歌
に
聴
き
入
っ
た
。

シ
ョ
ー
で
は
、
神
野
さ
ん
の
ヒ
ソ
卜

出
「
男
船
」
「
男
夢
祭
り
」
を
初
め
、

美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」

「
港
町
十
三
番
地
」
な
ど
も
唄
わ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
満
点
の
ス
テ
ー
ジ
に
盛
ん
な

拍
手
が
沸
い
て
い
た
。

1)ヌムから捕まるまちづくり
~青年大学ダンスパーティー~

2月 1日、町体育館大ホールで青年

大学によるダンスパーティーが行わ

れ、約三 1人が参加した。

これは、 「リズムから始まるまちづ

くり」を合言葉に、町内若者の親睦と

交流を呂的に行われたもの O パーテイ←

では、講師のi奏 隼 人 さ ん (i中浦)らの

指導による社交ダンスからビンゴゲー

ムなど豊宮なプログラムに参加者達

は楽しくステソプを踏んでいた。

無病息災を祈る参加者達

'~ 

JMご6フ

お
年
寄
り
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

i
長
浜
幼
稚
園
が
慰
問

i

一
一
月
十
八
日
、
白
山
悔
の
白
山
聞
に
長

浜
幼
稚
聞
の
園
児
三
十
五
人
が
慰
問
し

た。
こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
そ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
園
児
ら
の
踊
り
や
楽
器
演
奏
な

ど
に
お
年
寄
り
達
は
大
変
喜
ん
で
い
た
。

当義者に色紙を贈る神野さん

月 日 当 直 医 院 電話番号

3/15 菊地医院 52~0209 

3/20 門屋医院 52~0202 

3/22 石村病院 52~0275 

3/29 清水医院 52~2883 

4/5 米川医院 52~ 0l65 

4/12 岡田医院 52~0639 

[診療]救急患者の方のみ

{受付]午前10: OO~午後 5 : 00 

豊富原則として往診は致しません。

」

リズムに合わせダンスする参加者

院医直当E 
[@ 

z 
z 

H
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会

H

まとい衣裳でダンスする園児たち

こ
の
山
を
残
し
下
さ
れ
し
父
母
の
深
き

み
心
老
い
て
身
に
比
む

久

保

七

郎

戸
を
ゆ
す
る
風
に
目
覚
め
し
大
寒
に
臥

床
を
出
で
て
短
歌
の
本
を
読
む

垣

見

落

枝

わ
が
乗
り
し
車
椅
子
を
ぱ
嫁
押
し
く
れ

こ
が
ね
地
蔵
に
参
り
来
れ
り

片
岡
千
代
子

十
三
夜
照
ら
す
湯
船
に
ひ
た
り
つ
つ
ほ

の
か
な
脊
ぎ
ほ
ん
浮
か
び
き

鎌

田

文

香

金
柑
を
煮
る
香
厨
に
た
だ
よ
ひ
て
好
み

し
付
を
恋
し
み
を
り
ぬ

久

保

美

江

嫁
の
歳
暮
「
湯
ら
り
」
投
ぜ
し
ま
ろ
き

湯
に
心
ゆ
く
ま
で
目
を
閉
じ
浸
り
ぬ

永
井
み
う
き

遠
き
日
に
兄
柿
と
競
び
し
百
人
一
首
取

り
読
み
手
の
母
も
ま
だ
若
か
り
き

東

は

な

子

飼
い
猫
の
か
え
る
を
待
ち
て
戸
を
閉
ざ

す
寒
夜
に
澄
め
る
オ
リ
オ
ン
星

堀

井

光

子

堀
越
し
に
金
木
犀
は
香
り
ゐ
て
去
り
に

し
君
の
身
の
上
思
ふ

の鏡る五に吾
か餅と十今こ
に切の年宵こ
香る木我もに
る幸五 σ〉 σコ 音日 J¥.
ら下出屋戸
し朝入に路
き 々り 短うを
組 に を 歌た越
の山掃見矢つえ松
厚口く守野づて田
き美り りひ
キ会千 き ゅた昭
の二f し清くす子
↓ま i王ら

山
下
ヨ
才、

:[-ヰコヤナギ
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んkc 
回
凶松の

品目貝
表
方基久

間

h
土
寸

凶

n
d
l

業
経
営
に
つ
い
て
抱
負
を
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。

一一一一表彰@一歳です@保険

松
田
さ
ん
特
別
優
秀
賞

全
国
農
業
パ
ソ

コ
ン
通
信
大
会

こ
の
ほ
ど
、
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た

第
四
回
全
国
農
業
情
報
パ
ソ
コ
ン
大
会

の
農
業
用
自
作
ソ
フ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

豊
茂
の
養
豚
業
松
田
浩
さ
ん
(
一
一
一

O
)

の
開
発
し
た
ソ
フ
ト
(
繁
殖
豚
管
理
シ

ス
テ
ム
)
が
、
審
査
員
特
別
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
ソ
フ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
豚
の

繁
殖
、
肥
育
管
理
、
経
理
、
経
営
計
画
、

市
場
分
析
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
一
一
月
九
日
、
松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン

当
日
の
作
業
ポ
イ
ン
ト
ま
で
プ
リ
ン
ト
タ

l
で
第
三
十
五
回

V
Y
S
大
会
が
開

ア
ウ
ト
さ
れ
る
そ
う
で
す
c

催
さ
れ
、
長
浜
高
校

V
Y
S
部
の
矢
間

ま
た
、
松
田
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
智
恵
さ
ん
(
一
八
)
、
谷
本
佐
奈
恵
さ

使
っ
て
全
凶
各
地
の
農
業
情
報
を
収
集
ん
(
一
八
)
が
、
多
年
に
わ
た
る

V
Y

し
経
営
の
省
力
化
に
努
め
る
一
方
、
将

S
運
動
の
功
績
に
よ
り
会
長
表
彰
の
個

米
は
「
自
然
災
害
に
も
対
処
で
き
る
ソ
人
の
部
で
、
桑
村
定
愛
媛
県
V
Y
S
連

フ
ト
に
し
て
い
き
た
い
」
と
新
し
い
農
合
協
議
会
々
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

0

.
¥
叫
ノ
レ
}
ゾ
男
の
子
な
の
で
、
男
ら
し
く
呼
び
や
す
い
名
前
を
、

一
一
泊
へ
ん
誰
本
の
中
か
ら
選
び
付
け
ま
し
た
。
(
三
月
生
ま
れ
は
、
一

一

一

一

九

ゴ

出

f
の
付
く
名
前
が
良
い
そ
う
で
す
。
)

一
一
宗
へ
ベ
マ
ン
ガ
の
「
お
れ
は
鉄
兵
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
一

勾

雪

え

わ

く

ば

く

で

た

く

ま

し

く

、

素

直

な

子

供

に

育

っ

て

ほ

一

一

単

一

一

』

事

し

い

と

思

が

れ

て

;

巳

j
章

一

二
一
う
し
J
欝
欝
懇
欝
欝
習
場
制
一

一
予
v

を
λ

l

与
欝
欝
犠
議
へ
コ
ハ
マ
ゾ
生
一

一

司
J
，

J
γ

く
一
緒
に
麟
畿
日
ψ
i
u
J
j
d
F
臨

機

緩

日

一

て
ザ
-
f
-
N
刊

謂

寸

お

酒

を

呑

親

機

関

場

、

(

4

7

h

お
一

〆

園

園

繍

欝

務

綴

γ

犠

へ

一

ー

し

…

同

円

園

'fEL--

つ
千
3

み
た
い
な
あ
議
議
〆
¥

γ

¥

~

3

一

宅

て

事

E

j

と

言

っ

議

麟

奪

三

人

年

一

一

…

識

し

一

出

て

い

ま

す

。

騒

い

wtutfh恥
一

目
。
露
議
欝
欝
ト
ド
ヤ
ヘ
ー
一
令
一

p

b

L

b

一
平

a

(父
H
隆
一
さ
ん
・
母
H
昭
子
さ
ん
)

失
間
智
恵
さ
ん

谷
本
佐
奈
恵
さ
ん

第
三
十
五
回
V
Y
S
大
会

左から矢間さん、省本
さん、山崎教諭

清
水
恵
津
子
さ
ん

清
水
和
光
さ
ん

三
浦
和
子
さ
ん

こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
で
第
一
一
十
瓦
凶

全
国
保
母
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

柴
の
清
水
恵
津
子
さ
ん
(
四
一
三
、
同

清
水
和
光
さ
ん
(
五
一
)
、
豊
茂
の
三

浦
和
子
さ
ん
(
一
二
九
)
が
、
永
年
勤
続

保
母
と
し
て
、
寺
尾
フ
ミ
エ
全
国
保
母

会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
和
光
さ
ん

一
月
二
十
五
日
、
松
山
市
の
愛
媛
県

民
館
で
第
十
七
回
愛
媛
県
保
母
研
修
大

会
が
聞
か
れ
、
「
保
母
の
主
張
」
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
柴
の
清
水
和
光
さ
ん

(
五
ニ
の
「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る

保
育
所
像
」
が
入
賞
し
、
吉
田
公
子
愛

媛
県
保
母
会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。

山
本
美
智
子
さ
ん

こ
の
ほ
ど
、
愛
媛
県
県
民
会
館
で
平

成
三
一
年
度
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
が
聞

か
れ
、
豊
茂
の
山
本
美
智
子
さ
ん
(
五

二
二
が
、
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者

と
し
て
、
佐
々
木
弘
吉
愛
媛
県
社
会
福

祉
協
議
会
々
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

-------一一一一-

スポーツ安全保険

保険で安心 明るくスポーツ

③(g(g万人@偲除
いつでも、だれでも、 5人以上のグルーフ。で、加入できます。

掛金(年額)子ども・丈化活動360円、大人1，100円(老人クラブ団体500円)

。。

:ι l 億円士、l人賠償責任保険最高1，400万円(老人400万円)
4，000円(老人1，800円)
1，300円(老人 800円)

死亡・後遺障害
入 院 (1日あたり)
通院(1日あたり) 対物 500万円支払限度額

*通常の経路件一復中の事故*団体の管理下の活動中の事故対象となる事故。

スポーツ安全協会愛媛県支部 (0899-41-2111[内J4342)までお問い合わせは、
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惰j岸本印刷

いつでもおとし
よりと一緒に

印刷平成 4年 3月 1日発行

愛媛原では、高齢者居室整備資金の融
資を行っています。

貸付の対象者一-県内において、 60歳以上
の親族と同居し、またこれから同居しよ
うとする20歳以上の方。

貸付の対象…高齢者の居室を新築、増築
または改築するための資金。高齢者のた
めに浴室、 トイレ等を改造するための資
金等。

貸付利率…年 3セント

償還方法…元金均等による年賦償還また
は半年賦償還

償還期間..・10年以内

詳しくは愛媛県県民福祉課(雷0899
41-2111) または、八幡浜地方局大洲出
張所福祉課(雷24-5181) まで

さ
い
。

一
融
資
金
額
一
学
生
・
生
徒
お
一
人
に

つ
き
一
一
点
。
万
円
以
内
。
一
対
象
校
}

高
校
・
短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各

種
学
校
等
。
{
利
率
]
六
・
九
引
け
ト
。

一
返
済
期
間
一
五
年
以
内
(
た
だ
し
、

修
業
年
限
四
年
以
上
は
六
年
以
内
)
。

詳
し
く
は
、
凶
民
金
融
公
庫
松
山
支

出

(

宮

O
八
九
九
1

四
一

y
i
六
一
同
八
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

の
ご
案
内

平成 4年 3月号

国
民
金
融
公
庫
松
由
支
屈

国
民
会
融
公
庫
で
は
、
入
学
時
に
必

要
な
費
用
だ
け
で
な
く
在
学
中
の
費
用

に
つ
い
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
同

の
教
育
ロ

1
ン
」
の
申
し
込
み
を
受
付

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

広報ながはま

寄
付
課
網

O
喜
多
灘
保
育
所
母
の
会
(
代
表
・
玉

川
佐
恵
)
・

:
C
D
ダ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ

ト
を
喜
多
凝
保
育
所
へ
。

O
長
浜
の
堀
井
順
次
さ
ん
:
・
餅
っ
き
石

円
と
も
ろ
ぶ
た
五
枚
を
白
滝
保
育
所
へ
o

O
柴
の
徳
山
和
敬
さ
ん
:
杵
(
二
本
)

を
白
滝
保
育
所
へ
。

。
長
浜
の
浦
上
茂
夫
さ
ん
・
:
カ

l
ブ
ミ

ラ
ー
を
長
浜
町
へ
。

φ 
結
婚

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

住

所

下
須
戒

沖

浦
黒

田
口

祐

宙
j

u

t

王買

手
冷
hv

手
小
1

柴
住

所

白

滝

白

滝
長

浜

青

島
下
須
戒

長

浜

中

甫

沖

浦

白

滝

今

功
働

生

出

海 1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)続

柄
二
男

一一女
長
男

長
男

長
女

二
女

保
護
者
氏
名

玉

井

克

彦

稲

本

岡

満

中

川

利

信

別

宮

康

夫

宇
都
宮
春
樹

宮

本

秀

昭

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

上

田

陸

夫

白

石

サ

キ

鶴
崎
イ
ツ
子

梶

本

道

春

白

石

芳

雄

一
呂
内
高
土
日

笹

田

政

勝

松

同

キ

ク

一
千
阿
君
子

井
上
義
明
み

松

田

房

利

一
川
澄
千
鶴

死
亡
時
年
齢

(八一一一)

(
八
七
)

(
五
二

(
五
二
一
)

(
ヒ
八
)

(
八
五
)

(
七
八
)

(
九
五
)

(
八
一
瓦
)

(
八
一
一
)

(
八
二

(
八
七
)

3月の戸に暖かさが聞こえ

る。 王手間.7，手業・進学・就職

と人生の転換期とあって、家

庭は歓喜に浸る。 併し喜んで

ばかりもいられなしL 入 試 や

就 職の選考は人の A 生を左右

する o YJlU:σコi邑政;イヒσコ巨匠11二と
各産業の振興方策。 k斗内では

米の問題・防衛費削減・政治

腐敗防止・国際t:Z話河・ PKO・

北方領 f~. の問題と iエ!の内外の

諸 問題は山積する。この時、

町長の年頭白書に目を注ごうの

石油 基 地 着 工 ・ 白沌遊歩道・

ノト浦リパ サイドスポーツノ fー

ク・肱川嵐展望公開・特別老

人ホームの新設と現老人ホー

ムの 移 転 ・ 総 合 福祉センター

の建設等々。町民 の 期 待 と 夢

は膨らむ。若者の町へのUター

ンはi邑i凍イヒのI翁11::.ともなろう。

3月には冬眠の虫・動物の活

動期で活気に満ちる。社会的

行 事の雛祭・彼岸は家庭の粋

を涼め潤いと安らぎ、づくりと

なる。郷土長浜の魅力は年頭

白書 の 早 期 着 工 こそ大切。そ

こ から長浜は生ま れ か わ り 、

「生きがしリとな り 、 新 世 長

浜の出現疑いなし。里づくり・

町づくり-心づくりを推進し

美しい人情と文化の町となろ

う。平成 4年も 6分の 1Iうま終っ

た。学校・官庁は新年度へ向

け て躍動し、希望と 夢 の 膨 ら

む時である。

長

司画面圃橿冨担割V

1
月
長
浜
町
役
場
届
出
分
(
敬
称
略
)

/ーー、" ..--ーー、" /一ー、¥
八塁内悌松 長 住
?青 二子 山
i菩茂町生市浜所

(
敬
称
略
)

氏

名

婚

姻

時

年

齢

田

制

伸

三

(

三

O
)

和
田
龍
美
(
一
一
一
)

城
一
戸
晴
蝉
(
一
一
七
)

横
山
優
香
里
(
三

O
)

亀

田

博

文

(

二

六

)

河

田

裕

子

(

二

六

)

1
月
届
出
分

一
一
編
集
後
記
藍

時綾成将彩 J告児
一名

ポ
カ
ポ
カ
天
気
に
花
も
咲
き
始
め
る

こ
の
季
節
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
こ
し

で
し
ょ
う
か
つ
(
私
は
、
抜
け
な
い
風

邪
に
芳
し
ん
で
い
ま
す
)

さ
て
、
今
年
度
も
後
数
日
と
な
り
、

当
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
完
成
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
紙

4
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
「
沖
浦
さ
く
ら
の
道
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
春
は
沖
浦
観
音
様
に
j
と

歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
く
ら
の
名

所
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
さ

ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く

だ

さ

い

。

(

い

)

数

人口をふやしましょう

1月末現在 前月との比較

11，177人 16人減

人 [ J (男 5，235人)
女 5，942人 女 8人減

世帯数 3，722世帝 土曽j成なし

帯世口人


